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　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成19年　10月　30日　(火)　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　田村　広恵　　　記録者　小杉　久美
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出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名する事。

＜連絡事項＞
· 救急カート・衛生材料の補充について

救急カートから衛生材料使用した際、救急カート担当者へ申し送りし補充してもらいましょう。

引き出しの中に補充してある衛星材料（注射器・注射針・M-Tなど）深夜の人がチェックし薬剤発注の紙へ記入し、薬局へ持って行く。その他（ガーゼ・酒精綿・綿球など）は当日のリーダーが確認し補充しましょう。

· 業者オムツ連絡表

オムツ受け取り者はオムツ連絡表に自分のハンコを押すことになっています。まだ、日付けとボールペンで名前を記入している方がいます。記入方法を徹底していきましょう。

· 今後、カルテをおろす際、表紙にID番号を記入することになりました。忘れず記入しましょう。

· 体重測定

毎週金曜日→1階患者様　　土曜日→2階患者様　の体重測定日となっています。必ず測定しましょう。利尿剤・浮腫のある患者様は毎日行います。患者様の把握しましょう。

＜患者様連絡事項＞

・吉田　寿雄様・松浦佐恵子様～低血糖時の予測指示10/31～14日分処方されています。

　　　　　　　　　　　　　　　低血糖症状観察していきましょう。

· 鈴木　サダ様～目の乾燥訴えありヒアレイン点眼1本処方となっています。充血や掻痒感など      　　　

症状の把握に努めましょう。

· 塚田　　昌様～右手背に裂傷みられ定期薬止めとなり、臨時薬へと変更しています。

　　　　　　　　　抗菌剤　3×1　1日分臨時処方となっています。

　　　　　　　　　本日、小坂Dr診察にて

　　　　　　　　　オキシドール消毒・ピオクタニン塗布・フラセチンパウダー散布・ガーゼ保護の指示でています。隔日で5回分でています。創部の状態観察していきましょう。

　　　　　　　　　内服薬については、抗菌剤・解熱鎮痛消炎剤　3日分臨時処方となっています。

· 大久保まつゑ様～顔面のむくみ見られる為、利尿剤7日分臨時処方となっています。顔面・下

肢の浮腫の状態、体重の増減など全身状態の観察をしていきましょう。

＜三浦　一男様の事故について＞

10/29　M―T挿入してから約1時間後、口からアイソジェンを垂れ流し、顔色不良・意識レベル低下みられ点滴・酸素吸入施行しています。酸素飽和濃度改善見られず八戸市民病院へ転院しています。

原因

· 間違ってチューブを気管へ挿入していた

· 逆流してアイソジェンが肺へ入ってしまった

今後の改善

· M－T挿入する際は必ず複数でエア音確認すること。

· エア音と胃液の逆流確認すること。

三浦　一男様だけではなく数名経管栄養施行している患者様がいます。施行中の見守り、エア音の確認していきましょう。事故が起きた場合、訴訟問題にもなりうる為、数人による確認の徹底をしていきましょう。







